
身体的拘束最小化

推進体制加算について

１ 身体拘束の最小化に関する基本的な考え方

身体拘束は、患者の尊厳ある生活を阻み、自由の権利を制限するのみならず、

身体的・精神的に弊害を伴うため、身体拘束を行わないことが原則である。

南多摩病院では、患者の尊厳を守り、あるべき姿を尊重し、身体拘束をしない

医療の提供に努める。

２ 身体的拘束最小化のために実施している取組

当院では、身体的拘束を最小化するため、以下の取組を実施しております。

①身体拘束の実施状況を把握し、管理者を含む職員に定期的に周知徹底する

②身体拘束最小化チームが週1回程度、身体拘束患者をラウンドし、実施状況を把握する

③身体拘束実施事例の最小化に向けた医療・ケアを検討する

④定期的に本指針・マニュアルを見直し、職員へ周知して活用する

⑤身体拘束最小化のための職員研修を開催する

⑥身体拘束用具の一元管理を行い、使用状況に基づく解除を提案する

３ 身体拘束最小化のための研修

医療に携わる職員に対して、身体的拘束最小化のための研修を年2回以上実施する。

４ 多職種による安全な身体拘束の実施および解除に向けた活動

身体拘束を行わざるを得ない場合も、患者の病状および全身状態の安定を図ることが、

安全な身体拘束の実施、早期解除につながる。

各職種は、身体拘束最小化のために各々の役割を意識して患者の医療にあたる。

５ 身体的拘束の実施状況

当院全体における身体的拘束の実施状況（実施率）は以下の通りです。

対象期間：2026年6月1日 ～ 2026年8月31日

身体的拘束の実施率：2.5％（病院全体）

0％（地域包括ケア病床）
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